
 

 

 

平成３０年度東京都公立学校教員採用候補者選考（３１年度採用）の 

神戸会場における選考概要 

 

１ 選考日 

(1) 第一次選考 

   平成３０年１０月１４日（日） 

    ※集合時刻及び試験時間は、９月上旬に発送する受験票でお知らせします。 

(2) 第二次選考 

    平成３０年１１月２５日（日） 

 

２ 選考会場 

(1) 第一次選考 

   甲南大学岡本キャンパス（兵庫県神戸市東灘区岡本８－９－１） 

 (2) 第二次選考 

都立学校（詳細は第一次選考合格者に通知します。） 

 

３ 選考方法 

  専門教養試験は第二次選考で実施します。 
 

選考区分 選考日及び選考の方法等 

一般選考 

 
第一次選考 

①教職教養〔６０分間〕 

②論文〔７０分間〕 

第二次選考 

面
接 

①専門教養〔２０分間〕 

②集団面接 

③個人面接 

実
技 

中高共通、小中共通、特別支援学校の音楽・美術・保健体育・

英語、小学校全科（英語コース）の受験者が対象です。 

（特例選考①） 

国公立学校に在職す

る正規任用教員 

第一次選考 ①論文〔７０分間〕 

 

 

第二次選考 

面
接 

①専門教養〔２０分間〕 

②集団面接 

③個人面接 

実
技 

中高共通、小中共通、特別支援学校の音楽・美術・保健体育・

英語の受験者が対象です。 

（特例選考②） 

東京都公立学校にお

ける正規任用教員経

験者 

 

 

第一次選考 ①論文〔７０分間〕 

第二次選考 

面
接 

①専門教養〔２０分間〕 

②集団面接 

③個人面接 

実
技 

中高共通、小中共通、特別支援学校の音楽・美術・保健体育・

英語の受験者が対象です。 

別 紙 



選考区分 選考日及び選考の方法等 

（特例選考③） 

国公立学校における

臨時的任用教員等経

験者 

第一次選考 ①論文〔７０分間〕 

 

第二次選考 
面
接 

①専門教養〔２０分間〕 

②集団面接 

③個人面接 

実
技 

中高共通、小中共通、特別支援学校の音楽・美術・保健体育・

英語の受験者が対象です。 

（特例選考④） 

国公私立学校におけ

る非常勤講師等経験

者 

第一次選考 
①教職教養〔６０分間〕 

②論文〔７０分間〕 

 

 

第二次選考 

面
接 

①専門教養〔２０分間〕 

②集団面接 

③個人面接 

実
技 

中高共通、小中共通、特別支援学校の音楽・美術・保健体育・

英語の受験者が対象です。 

（特例選考⑥） 

社会人経験者 

 

第一次選考 

①教職教養〔６０分間〕 

②論文〔７０分間〕 

③適性検査〔１５分間〕 

 

 

第二次選考 

面
接 

①専門教養〔２０分間〕 

②集団面接 

③個人面接 

実
技 

中高共通、小中共通、特別支援学校の音楽・美術・保健体育・

英語の受験者が対象です。 

 

４ 選考内容と評価の観点 

 (1) 第一次選考    

 内容 主な評価の観点 

教
職
教
養 

６０分間、択一式、マークシート方式 

 東京都公立学校の教員として職務を遂行する上で必

要な教育に関する法令や理論等に関する問題を出題す

る。 

正答及び各問当たりの配点は、第

一次選考終了後にホームページに

掲載する。 

論 

文 

 

論 ７０分間、１，０５０字（３５字３０行）以内で論述

する。 

○ 小学校全科（理科コース・英語コースを含む。） 

  小学校の教育に関する問題を出題する。 

○ 上記以外の校種等・教科 

  教育に関する問題を２問出題する。受験者はこの

うち１問を選択して論述する。 

課題把握、教師としての実践的指

導力、論理的表現力等を評価する。 

  

 

 

 



(2) 第二次選考 

  ア 専門教養試験は、「主として多肢選択による客観式の検査方式、マークシート方式」では

なく、口頭試問により実施します。 

   イ 第一次選考の合格者宛てに、第一次選考の合格通知とともに集合時刻や持ち物等を示した

通知及び必要書類を郵送します。 

   ウ 第二次選考の受験には、概ね１日程度かかります。 

 内容 主な評価の観点 

専 
門 
教 
養 

２０分間、口頭試問による検査方式 
教員として各教科（科目等）の授業等を行う上で必要な専門的

教養に関する問題を出題する。 

 専門教養に関する知
識・理解、論理的な思考
力・判断力・表現力及び
実践的指導力等を評価す
る。 

面 

接 

集 
団 
面 
接 

指定された課題について、受験者間の話合いや質疑応答を
行う。 教職への理解、教科等

の指導力、対応力、将来
性、心身の健康と人間的
な魅力等を評価する。 

個
人
面
接 

受験者があらかじめ作成し面接当日に提出する「面接票」
及び「単元指導計画」等を基にして、質疑応答を行う。 

実 
 
 
 
 
 

技 

音 
 

楽 

以下の３点全てを行う。 
１ ピアノ初見演奏 
２ 声楽初見視唱 
３ ピアノ伴奏付き歌唱 
  以下の７曲のうちから当日指定された１曲をピアノ演奏
で伴奏しながら歌う。 

 ①「赤とんぼ」（三木露風作詞 山田耕筰作曲） 
 ②「荒城の月」（土井晩翠作詞 滝廉太郎作曲） 
 ③「早春賦」（吉丸一昌作詞 中田章作曲） 
 ④「夏の思い出」（江間章子作詞 中田喜直作曲） 
 ⑤「花」（武島羽衣作詞 滝廉太郎作曲） 
 ⑥「花の街」（江間章子作詞 團伊玖磨作曲） 
 ⑦「浜辺の歌」（林古渓作詞 成田為三作曲） 
 移調は可能とし、伴奏譜指定しないので各自で用意する。 

 曲想にふさわしい表現
の工夫及び基礎的な表現
の技能等を評価する。 

美 

術 

色鉛筆による静物画 

 モチーフの配置、構図、
正確な描写、色鉛筆の特
徴を生かした描写等を評
価する。 

保 

健 

体 

育 

以下の６種目全て行う。 
１ 器械運動〔跳び箱〕(かかえ込み跳び、開脚伸身跳び、屈
伸跳び) 

２ 陸上競技〔走り高跳び〕(はさみ跳び) 
３ 水泳(水中から２５ｍバタフライ、２５ｍ背泳ぎ) 
４ 球技〔バスケットボール〕(ドリブルからのシュート(左、
右)、バックボードに当てたボールをキャッチしてからのシ
ュート(左、右)) 

５ 武道〔剣道〕(正面打ち、小手打ち、胴打ち、切り返し) 
６ ダンス〔創作ダンス〕(実技試験の受験者にあらかじめ指
定する課題及び課題曲に合わせたダンス６０秒程度) 

 体育実技を指導する上
で必要かつ十分な技能の
理解の状況、学習指導要
領及び解説に示されてい
る技能の習得の状況等を
評価する。 



 

５ 選考結果の発表 

 (1) 選考の合否 

    第一次選考及び第二次選考の成績並びに提出書類を総合して判定します。 

    特例選考①、②及び⑤については、勤務実績を含めて判定します。 

    特例③及び⑤の３については、平成３０年７月１日現在、東京都公立学校において、期限付

任用教員又は産休・育休代替教員として任用されている者に対して、一定の得点を加点します。

加点の要件となる任用実績は、受験する校種等・教科（科目等）と同一であることを問いませ

ん。※期限付任用教員又は産休・育休代替教員は、東京都教育委員会発令の職に限ります。 

 

(2) 選考結果の通知 

   第一次選考及び第二次選考の選考結果は、それぞれ以下のとおり通知します。ただし、選考

試験を欠席した場合は、合否の判定対象とはなりませんので、結果の通知を行いません。 

    選考結果の発表方法は以下の方法のみです。電話等での問合せには応じられません。 

 発表日 発表方法 

第一次選考 
平成３０年１１月１２日（月） 

午前１０時 

① 郵送による通知 

  合否にかかわらず、受験者全員に送付し
ます。 

② 東京都教育委員会ホームページ及び  
東京都公立学校教員採用案内ホームページ
への掲載 

第二次選考 
平成３１年 １月１１日（金） 

午前１０時 

     

６ 採用候補者名簿への登載 
 (1) 採用候補者名簿登載の基準に達したと判断された者を合格者とし、東京都公立学校教員採

用候補者として名簿に登載します。名簿登載期間は、原則として平成３１年４月１日から平
成３２年３月３１日までの１年間です。 
なお、教職大学院へ進学する場合又は在学中の場合は、名簿登載期間を延長することがで

きます。 
 (2) 名簿登載期間を延長する者を除き、原則として平成３１年４月１日付けで採用します。 
 
７ その他 
  その他の事項については、平成３０年３月２３日に公表した実施要綱のとおりです。 

 内 容  主な評価の観点 

実 
 
 
 
 

技 

英 
 
 

語 

Oral Interview 
以下の２点を行う。 
１ ２００語程度の英文の聴解とその英文の内容等に関する
質疑応答 

２ ２００語程度の英文の音読とその英文の内容等に関する
質疑応答 

【 英語実技試験免除について 】 
 以下の①～④のいずれかに該当する者は、実技試験を免除
します。 

 ※証明書（合格証等）は、平成２８年７月９日以降に受験
したものに限ります。 

 ①実用英語技能検定１級 
 ②ＴＯＥＩＣ L＆R で９００点以上かつ Speaking※で１６

０点以上 
  ※Speaking は、S＆Wで受験したスコアでも可能 
 ③ＴＯＥＦＬ（iＢＴ） １００点以上 
 ④ＩＥＬＴＳ ７．０以上 
  (ｱｶﾃﾞﾐｯｸ・ﾓｼﾞｭｰﾙで受験したもので、ｵｰﾊﾞｰｵｰﾙ・ﾊﾞﾝﾄﾞｽ

ｺｱが７．０以上) 
 免除を希望する者は、証明書（合格証等）の写しを第一次
選考当日に提出してください。 

英文の聴解及び音読、
英文の内容に関する質問
への応答や意見表明等を
評価する。 


